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・体が背もたれや座面に接触し安定している事が望ましいです。 

・頸部は前屈している状態が安全かつ嚥下状態には望ましいです。 

・クッション等を使用し安定が得られる姿勢を作ります。 

・摂食時に体が左右に傾く事が多いため、その都度修正を行います。 

椅子座位 

今回は食事姿勢、嚥下、口腔ケアについての情報をお届けします！ 

 摂食による誤嚥のリスクを予防して安全に食を楽しみましょう♪ 

 



食事の姿勢が悪いと 
 

 
 

 

 

誤嚥性肺炎とは 

 

誤嚥性肺炎を予防するために 

歯と歯肉の境目 

歯の裏側 舌の上（舌苔） 

根っこだけになっている歯 

① 食後はすぐに横にならず座っているようにし

ましょう 

② 普段から免疫（抵抗）力を高めましょう 

③ 口腔内を清潔に保ちましょう 

 

本来食道を通るはずの食物や唾液

が気道に入ってしまうと通常はむ

せて気管から排出する反射機能が

働きます。 

しかし、この機能が鈍ってしまう

と、気管に入り込んでしまった食べ

ものを排出できず、肺に雑菌が侵入

して炎症がおきることです 

  

 

 

誤嚥性肺炎のしくみ 

 


